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区自立支援協議会の特徴的な取り組み・成果及び今後の計画（令和元年 10月） 

区 特徴的取り組み・成果 今後の計画 

北

■相談支援事業所連絡会の開催 

北区・東区管内の相談支援事業所で情

報を共有した。また、ケース検討を行い

地域の課題を抽出し、区自立支援協議会

でも共有し検討した。 

■グループ別検討会の実施 

４つのテーマ（相談支援体制・研修・

緊急体制・療育等支援）別に班を編成。

それぞれの地域の課題等を検討。少人数

でのグループ検討のため、議論が活発と

なり活性化を図ることができた。 

■情報交換会の開催（R1.10.18) 

就労系事業所と相談事業所の連携を深

めるため、情報交換会を開催。 

■相談支援事業所連絡会で抽出された課題

を区自立支援協議会において共有し、地

域での課題を把握。さらに解決の取組み

を検討する。 

■グループ別検討会において地域課題の解

決を目指す。 

■介護保険サービスと障がい福祉サービス

との連携研修の開催。 

■小中学校と福祉のネットワークづくりの

ための研修会の開催。

東

■相談事業所連絡会の開催 

ケース検討をし、個別支援のアイデア

出しと地域課題出しを行った。インシデ

ントプロセス法による検討を試行した。

■ケース検討会の開催 

相談事業所連絡会で検討したケースに

ついて、地域課題を整理し運営事務局会

議に検討を要望した。 

■「療育」「家庭支援」「地域移行」の３つ

のテーマについて、グループごとに意見

交換を行っている。 

■相談事業所連絡会の開催 

■相談事業所連絡会と連携したケース検討

会の開催 

「小中学校と福祉との連携」をテーマに、

小中学校の先生（特支学級、特支コーデ

ィネーター）を対象とした研修を実施予

定。 
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中
央

■ケース検討会の開催 

ケース検討を通じた地域課題の把握と

整理 

■相談支援事業所連絡会の開催 

■虐待対応検討会議の開催 

■就労支援WG開催 

事業所から事例を提供してもらい、6

月・8月に事例検討会を開催した。 

■ケース検討会の開催 

ケース検討を通じた地域課題の把握と

整理 

■相談支援事業所連絡会の開催 

■虐待対応検討会議の開催 

■就労支援WG開催 

江
南

■江南区相談支援勉強会の開催 

新規相談支援事業所に従事する相談支 

援専門員のスキルアップを図る。 

当事者、既存相談支援事業所、基幹、 

区役所が一同に会し実施 

■障がい児支援連絡会の開催 

小学校時における課題と解決策を協議 

小学校、ひまわり、放デイ、相談支援

事業所等、関係機関の代表が参集 

■障がい者の就労支援について（内部研修） 

新潟市障がい者就業支援センター 

■ひきこもり支援に向けた取り組み 

当事者ヒアリングの実施 

■江南区相談支援勉強会の開催 

テーマに基づき実施 

■障がい児支援連絡会の開催 

児童に関わる関係機関の代表による連 

絡会を定例化し、連携体制の強化を図る。

秋
葉

■障がい児支援 

放課後等デイサービス利用者を中心に

支援ファイルの本格的運用開始 

区内小中学校、放課後等デイサービス事

業所、相談支援専門員を集めた「障がい児

つながる支援セミナー」の開催準備。 

■医療と福祉の連携 

医療ケア（たん吸引）が必要な障がい児

者の家族が意見交換できる「集いの場」の

開催（9/27）。 

■障がい児支援 

支援ファイルの配付継続（取扱説明書

を作成し配付時に活用） 

「障がい児つながる支援セミナー」の

開催（12/5 開催予定）。 

■医療と福祉の連携 

「集いの場」での意見交換を受け、今後

の支援について検討。 
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秋
葉

■区相談連絡会の開催 

月に 1回、区内相談支援員が集まり 

ケース検討または勉強会を実施。 

＜勉強会＞ 

・6/25 発達障害への理解 

・9/18 法律関係 

■災害時の支援について 

協議会で新潟市の避難行動要支援者支

援制度について防災課担当者から説明を

受け、障がい者の災害時の対応について

意見交換を行った。 

■区相談連絡会の開催 

ケース検討または勉強会の実施 

＜勉強会＞ 

・心理検査について 

・教育支援センターについて 

南

■児童のワーキンググループにて幼少期を

中心とした各年代毎の課題の整理 

関係機関合同研修会 今までの参加対

象である幼・保育園、小・中学校、福祉・

医療関係者に放課後児童クラブを加えた

計７３名が参加。顔の見える関係の重要

さを共有した。 

■医療、福祉の連携協議の場 

各専門職の連携体制確認 「難病患者

支援者のためのハンドブック」を活用 

事例検討 上記ハンドブックの内容を 

深めるため IP法を用いたケース検討を 

実施 

■児童のワーキンググループにて３つの課

題の継続検討 

（①乳幼児の支援、②「障がい」の普及啓

発、③関係機関の連携） 

■ピアサポーター研修など、精神障がいに

対する理解を深める機会の創出 

■南区ケース会議の開催 
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西

■西区がく・ふく連携会議の開催 

「乳幼児期及び学齢前期」、「学齢後期」

に分けて開催。支援関係者間での関係づ

くりや情報共有ができた。 

■高齢・医療連携会議 

目的や課題の共有を図り、今後の活動

について確認を行った。 

■相談事業所会議の開催 

インシデントプロセス法による事例検

討。 

■地域課題の解決に向けた、各専門会議の

開催。 

・がく・ふく連携会議 

 ・高齢・医療連携会議 

 ・相談支援事業所会議 

 ・移動支援ワーキング 

 ・見学会、研修会の実施 

西
蒲

■がく・ふく連携会議の開催 

学校・福祉施設・療育支援関係者間で

情報共有と関係づくりを行った。事業所

紹介や取り組み内容、提供サービスなど

を共有し、連携に向け取り組んだ。 

■障がい福祉サービス説明会の開催 

 区内の特別支援学校、特別支援学級在

学中の児童・生徒の保護者を対象に開催。 

■西蒲区ケース会議の開催 

事例を通じて問題解決の方策を検討、

地域課題を参加者で共有。 

■療育支援会議 

・こども支援会議 

・がく・ふく連携会議 

■生活支援会議の開催 

■西蒲区ケース会議の開催 


